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あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

環境保全と景観維持を目的に、別海町中西別の圃場でグイマツの苗木を植える
植樹活動を実施し、組合員・役職員合わせて１７名が参加しました。
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私
達
、
自
然
の
恵
み

で
生
計
を
立
て
て
い
る

農
業
者
に
と
っ
て
は
春

耕
期
か
ら
収
穫
の
出
来

秋
ま
で
、
毎
日
の
空
模

様
が
気
懸
り
で
あ
り
ま

す
が
、
今
年
の
春
明
け
は
早
く
、
４
月
下
旬
か

ら
春
作
業
が
始
ま
り
、
５
月
７
日
に
は
桜
の
開

花
と
例
年
に
な
く
桜
の
花
の
美
し
い
年
で
あ

り
、
豊
穣
の
秋
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

翻
っ
て
昨
年
の
天
候
は
、
一
番
刈
り
の
６

月
、
８
月
の
台
風
を
は
さ
ん
で
９
月
中
旬
の
２

番
刈
り
ま
で
、
雨
の
合
間
を
縫
っ
て
の
収
穫
に

大
変
苦
労
し
、
特
に
２
番
草
の
栄
養
価
と
発
酵

品
質
の
低
下
に
よ
り
秋
以
降
、
生
乳
生
産
の
前

年
割
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
草
地
造
成

も
400　

程
今
年
に
持
ち
越
し
、
か
つ
て
経
験
し

た
事
が
な
い
状
況
に
あ
り
、
北
海
道
の
農
業
被

害
も
十
勝
・
北
見
等
534
億
円
。
道
路
・
鉄
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
も
１
，
３
０
０
億
円
に
も
及
ぶ
甚

大
な
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
安
寧

な
年
で
あ
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
経
営
の
確
立
に
向
け
て

　

平
成
28
年
度
の
組
合
員
経
済
は
難
し
い
生
産

環
境
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
当
農
協
の
生
乳

生
産
量
は
８
，
５
０
０
ｔ
の
減
産
に
留
ま
り
34

万
９
，
６
６
６
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。
乳
価
が
３

年
で
10
円
程
上
が
っ
て
、
プ
ー
ル
乳
価
が
99
円

23
銭
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
国
内
の
酪
農

戸
数
減
少
に
よ
る
乳
用
牛
・
肉
畜
資
源
の
高
騰

で
家
畜
販
売
高
が
前
年
対
比
115
％
の
101
億
円
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
販
売
取
扱
高
が
439
億
円

と
な
り
組
合
員
各
位
の
日
々
の
経
営
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
平
成
28
年
か
ら
５
カ

年
の
第
２
次
地
域
農
業
振
興
計
画
「
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
で
は
、
平
成
32

年
度
の
戸
当
り
平
均
所
得
目
標
を
２
，
０
０
０

万
円
に
設
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
初
年
度
に

２
，
３
０
４
万
１
０
０
０
円
を
達
成
し
た
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
は
、
乳
価
・
個
体
販
売
価
格
の
高
値

も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
の
合
併
以
来
、
配

合
飼
料
高
騰
に
対
応
す
る
草
地
植
生
改
善
、
サ

イ
レ
ー
ジ
品
質
向
上
、
経
営
安
定
・
生
乳
増
産

の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
草
地
植
生
改
善
助

成
、
乳
用
後
継
牛
確
保
対
策
、
乾
乳
舎
・
哺
乳

育
成
舎
施
設
投
資
助
成
事
業
等
に
２
億
２
，
０

０
０
万
円
程
の
助
成
措
置
を
講
じ
、
組
合
員
さ

ん
の
経
営
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

展
開
を
地
道
に
続
け
て
来
た
成
果
と
考
え
る
次

第
で
す
。
28
年
度
事
業
決
算
は
こ
の
よ
う
に
組

合
員
の
大
変
な
生
産
努
力
と
Ｊ
Ａ
へ
の
事
業
結

集
に
よ
り
、
当
期
剰
余
金
３
億
500
万
円
を
協
同

の
成
果
と
し
て
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

現
在
の
乳
価
水
準
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
が
求
め
て
来
た
平
成
18
年
以
前
の
生
乳
１
㎏

当
り
30
円
の
所
得
確
保
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
大
綱
に
よ
り
措
置
さ
れ
た
、

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
施
設
建
設
が
、
当
Ｊ

Ａ
で
は
27
年
か
ら
本
年
ま
で
３
カ
年
で
ロ
ボ
ッ

ト
牛
舎
を
中
心
に
25
戸
の
整
備
が
な
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
年
は
「
働
き
方
改
革
」
と

し
て
酪
農
経
営
体
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事
業

（
楽
酪
事
業
）
が
措
置
さ
れ
、
北
海
道
酪
農
の

現
場
実
態
が
よ
う
や
く
認
識
さ
れ
る
様
に
な

り
、
平
均
１
農
場
総
労
働
時
間
８
，
５
０
０
時

間
・
１
従
事
者
２
，
８
０
０
時
間
で
す
が
、
経

営
者
で
は
４
，
０
０
０
時
間
の
実
態
も
あ
り
、

27
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
酪
肉
近
の
基
本
方
針
で

は
、
１
農
場
４
，
５
６
０
時
間
・
１
従
事
者

１
，
９
０
０
時
間
労
働
・
所
得
630
万
円
を
目
標

と
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
持
続
的
な
経
営
確
立
に
向
け
て
、
時
代
を

担
う
若
手
経
営
者
の
将
来
に
繋
が
る
施
設
整
備

計
画
を
積
極
的
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

総
合
農
協
の
あ
り
方
を
堅
持

　

酪
農
が
10
年
に
亘
っ
て
所
得
減
を
増
頭
で
乗

り
越
え
、
よ
う
や
く
の
回
復
基
調
に
あ
る
な

か
、
昨
年
11
月
に
規
制
改
革
推
進
会
議
か
ら
の

「
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
」
と
し
て
指
定
団

体
制
度
に
お
け
る
全
量
委
託
の
廃
止
・
部
分
委

託
の
導
入
・
全
生
産
者
に
補
給
金
の
交
付
を
提

案
し
我
が
国
の
飲
用
・
加
工
乳
地
帯
の
需
給
調

整
と
乳
価
の
安
定
に
果
た
し
て
来
た
制
度
が
、

今
国
会
に
お
い
て
改
変
さ
れ
、
有
識
者
は
酪
農

を
弱
体
化
さ
せ
る
と
し
て
懸
念
表
明
し
て
い
る

も
の
で
す
。
た
だ
農
水
委
員
会
で
は
、
畜
案
法

改
正
案
に
対
す
る
10
項
目
の
附
帯
決
議
を
行
な

っ
て
お
り
、
中
で
も
『
酪
農
は
農
業
者
の
中
で

も
と
り
わ
け
過
酷
な
労
働
条
件
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

の
充
実
や
公
共
牧
場
な
ど
を
活
用
し
た
育
成
の

外
部
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
や
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

省
力
機
器
や
施
設
の
整
備
に
対
し
て
集
中
的
に

支
援
を
行
う
こ
と
。
こ
う
し
た
生
産
基
盤
対
策

等
の
支
援
は
、
地
域
を
支
え
る
中
小
規
模
の
家

族
経
営
体
が
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
』
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
項
目
は
、

私
共
も
政
策
要
請
で
求
め
続
け
て
来
た
こ
と
で

あ
り
、
全
道
で
４
，
５
０
０
戸
程
あ
る
昭
和
40

〜
50
年
代
建
築
の
牛
舎
の
近
代
化
も
、
国
民
の

求
め
る
国
内
生
乳
750
万
ｔ
の
回
復
に
必
要
不
可

欠
な
事
で
あ
り
、
高
く
評
価
し
そ
の
実
現
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ＪＡ道東あさひ　第８回通常総会　組合長挨拶（要旨）

ha
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同
時
に
提
案
さ
れ
た
、
全
農
の
購
買
事
業
の

縮
小
・
全
量
買
取
販
売
へ
の
転
換
、
Ｊ
Ａ
信
用

事
業
の
譲
渡
の
促
進
、
組
勘
制
度
の
廃
止
と
組

合
員
さ
ん
の
事
業
利
用
が
出
来
な
く
な
る
様
な

提
案
に
対
し
、
数
次
に
亘
る
要
請
活
動
で
一
定

の
修
正
が
な
さ
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
金
融
緩
和
政
策
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
長
期
化
は
、
農
協
事
業
の
要
で
あ
る
信

用
事
業
に
お
け
る
収
益
性
の
低
下
が
予
測
さ
れ

て
お
り
、
私
達
は
将
来
に
亘
っ
て
組
合
員
経
営

を
支
え
、
戸
々
の
所
得
増
大
を
図
っ
て
行
く
た

め
に
も
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
総

合
農
協
の
在
り
方
は
堅
持
し
て
行
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
支
援
体
制

　

平
成
29
年
度
の
事
業
環
境
及
び
計
画
は
、
先

進
各
国
の
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
、
世
界
各
国

は
原
則
関
税
撤
廃
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
圏
を
形
成

し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
し
進
め
て
来
ま
し
た

が
、
主
導
し
て
来
た
ア
メ
リ
カ
は
国
内
製
造
業

の
衰
退
と
貧
困
及
び
格
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
離
脱
。
英
国
も
同
様
の
国
内
問
題
を
抱

え
、
国
境
措
置
が
な
く
単
一
通
貨
の
Ｅ
Ｕ
か
ら

離
脱
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
負
の
拡
大
に
よ
る

国
家
の
選
択
で
あ
り
、
農
業
団
体
が
５
年
余
に

亘
っ
て
懸
念
表
明
し
て
来
た
国
境
措
置
の
無
い

原
則
関
税
撤
廃
の
矛
盾
が
表
面
化
し
て
来
た
と

思
う
も
の
の
、
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
を
主
導
す
る

と
し
て
お
り
、
加
え
て
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
も
早

期
妥
結
が
言
わ
れ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
譲
歩
は
国
内

農
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
進
展
せ

ず
、
世
界
の
潮
流
に
は
変
化
の
兆
し
が
あ
る
な

か
、
日
本
も
過
度
の
自
由
貿
易
圏
の
拡
大
と
規

制
改
革
で
は
国
内
各
産
業
の
均
衡
あ
る
発
展
は

図
れ
な
い
と
考
え
る
も
の
で
す
。
世
界
経
済
と

私
達
の
農
業
経
営
も
連
動
す
る
時
代
で
す
が
、

29
年
度
の
乳
価
は
国
内
生
乳
生
産
の
回
復
を
期

し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
す
る
た
め
に
も
、
年
内

決
着
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
28
年
12
月
に

は
対
メ
ー
カ
ー
交
渉
で
60
銭
の
引
上
げ
、
補
給

金
に
29
年
度
か
ら
液
状
乳
製
品
も
包
含
さ
れ
10

円
56
銭
に
決
定
し
、
29
年
度
プ
ー
ル
乳
価
は
99

円
63
銭
の
見
込
み
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

29
年
４
月
分
の
全
道
乳
代
精
算
に
よ
り
ま
す
と

プ
ー
ル
乳
価
99
円
72
銭
、
100
円
以
上
の
乳
価
が

約
２
，
２
０
０
戸
38
％
と
と
な
り
、
生
産
回
復

が
期
待
さ
れ
る
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
２
次
地
域
農
業
振
興
計
画
「
Ｊ

Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
の
２
年

次
目
に
入
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
交
渉
妥

結
が
不
透
明
な
中
に
も
、
経
済
の
国
際
化
進
展

に
対
応
し
た
経
営
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
第
１
次
振
興
計
画
か
ら
継
続
し
て
の

経
営
の
基
本
で
あ
る
、
生
産
性
向
上
対
策
の
繁

殖
管
理
・
自
給
飼
料
・
乳
質
の
改
善
に
加
え
、

21
年
の
合
併
以
来
戸
当
た
り
生
乳
生
産
量
が
590

ｔ
か
ら
679
ｔ
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
配
合
飼
料

高
騰
時
代
を
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

　

今
や
投
資
で
き
る
経
営
環
境
と
な
り
不
備
だ

っ
た
個
々
の
生
産
施
設
の
整
備
が
行
わ
れ
る
と

同
時
に
、
近
年
組
合
員
さ
ん
の
要
望
の
強
か
っ

た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
統
一
と
農
協
コ
ン

ト
ラ
事
業
を
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
加
え
て
着

工
の
遅
れ
て
お
り
ま
し
た
新
哺
育
・
育
成
預
託

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
本
年
着
手
、
31
年
８
月

か
ら
運
用
す
べ
く
体
制
整
備
を
進
め
て
お
り
、

時
代
の
構
造
変
化
に
対
応
し
た
営
農
支
援
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
の
農
業
・
農
協
に
政
府
は
農
業
の
成
長

戦
略
、
所
得
倍
増
と
し
な
が
ら
も
酪
農
に
係
る

制
度
や
農
協
事
業
の
改
革
で
事
業
存
続
が
危
う

く
な
る
様
な
提
言
を
続
け
議
論
を
し
て
来
た
経

過
に
あ
り
ま
す
が
、
当
農
協
の
理
念
で
あ
る

「
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
農
村
生
活
を
確
立
」
し

て
い
く
た
め
に
も
、
常
日
頃
か
ら
組
合
員
同
士

で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
今
の
時
代
を
ど

う
拓
い
て
い
く
か
議
論
・
提
言
し
、
協
同
の
力

を
も
っ
て
農
協
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
く
思

い
ま
す
。

第
８
回
通
常
総
会
議
案

【
議
案
第
１
号
】
監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て 

【
議
案
第
２
号
】
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
変
更
に
つ
い
て 

【
議
案
第
３
号
】
土
地
改
良
業
務
規
程
の
一
部
変

　
　
　
　
　
　
　

更
に
つ
い
て 

【
議
案
第
４
号
】
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

　
　
　
　
　
　
　

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て 

【
議
案
第
５
号
】
平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
設
定

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て 

【
議
案
第
６
号
】
賦
課
金
の
賦
課
及
び
各
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　

事
務
取
扱
負
担
金
の
設
定
と
徴

　
　
　
　
　
　
　

収
方
法
に
つ
い
て 

【
議
案
第
７
号
】
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
土
地

　
　
　
　
　
　

（
又
は
草
地
）
改
良
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て 

【
議
案
第
８
号
】
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て 

【
議
案
第
９
号
】
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
譲
渡
並

　
　
　
　
　
　
　

び
に
株
式
会
社
の
株
式
取
得
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て 

【
議
案
第
10
号
】
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が

　
　
　
　
　
　
　

行
う
農
業
経
営
事
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

同
意
に
つ
い
て  

【
報
告
事
項
１
】
労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
28

　
　
　
　
　
　
　

年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

【
特
別
決
議
】　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の

　
　
　
　
　
　
　

着
実
な
実
践
に
関
す
る
特
別
決

　
　
　
　
　
　
　

議
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６
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
第

８
回
通
常
総
会
を
別
海
町
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
本
人
102

名
、
委
任
43
名
、
書
面
議
決
316
名
の

合
計
461
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
上
春
別
支
所
の
岸
本
正

明
氏
と
、
西
春
別
支
所
の
岩
崎
和
雄

氏
を
選
出
し
、
株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ

Ｉ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
開
始

に
伴
う
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
譲
渡
等

を
含
む
、
上
程
し
た
議
案
と
特
別
決

議
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の

着
実
な
実
践
に
関
す
る
特
別
決
議 

　

平
成
26
年
に
定
め
た
「
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
北
海
道
改
革
プ
ラ
ン
」
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
平
成
31
年
ま
で
の

２
か
年
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
役
割

を
認
識
し
な
が
ら
力
強
い
農
業
と
豊

か
な
魅
力
あ
る
農
村
の
実
現
を
目
指

し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ

て
自
己
改
革
を
実
践
す
る
こ
と
で
一

致
し
ま
し
た
。

　５月27日と28日の２日間にわたり、安平町の北海道ホルスタイン共進会場において、2017北海
道ブラック＆ホワイトショウが開催されました。
　審査員はアルタジャパン株式会社代表取締役の細野　淳氏が務め、西春別支所から２戸２頭、別
海支所から５戸５頭、根室支所から２戸２頭、合計９戸９頭が出品され、総頭数276頭が資質を競
い合いました。
　別海支所の丹羽　務氏出品のグローリアス　ハツピー　コントラスト　アリー号が４位入賞を果
たしました。

2017北海道ブラック＆ホワイトショウ　当ＪＡから９頭出品

出資達成者表彰

乳質優良者表彰

農業後継者・新規就農者激励状授与

乳質環境管理共励会表彰

上春別支所  ㈲林牧場（代表：林 政隆）
㈲菅野牧場（代表：菅野 武義）
㈲片岡牧場（代表：片岡 國治）
㈲原田ﾌｧｰﾑ（代表：原田 雄貴）
西春別支所　及川 哲夫、松岡 英幸
別 海 支 所　田保 博幸、北出 道雄
武藤 一逸、㈲清實牧場（代表：清實 一喜）
㈲中原牧場（代表：中原 哲）
根 室 支 所  ㈲小柳牧場（代表：小柳 覚）
㈲佐々木牧場（代表：佐々木康則）

上春別支所  岸本 秀隆、橋本 雄貴
㈲髙木牧場（代表：髙木 敦）
井戸坂 伸哉
㈲片岡牧場（代表：片岡 國治）
西春別支所  郷 敏幸、高橋 利栄
㈱竹花牧場（代表：竹花 新吉）
佐藤 悠、土田 旭、大仲 孝昌
別 海 支 所　玉置 健三、桐島 博
高山 実、山口 雄司、響 忠士
松本 清教、濱﨑 孝一
㈲グローブ（代表：林　 武雄）
斉藤 春雄、松原 春、内藤 享太
根 室 支 所　酒井 克実
㈲武隈牧場（代表：武隈 昭博）
渡邊 弘、石橋 忠幸、木下 俊一
矢部 譲治、松下 睦夫、矢部 俊則

西春別支所　農業後継者：郷 隆幸、渡部 晃士、高橋 のぞみ
　　　　　　新規就農者：田村 大祐、橋本 佳憲
別 海 支 所　農業後継者：芳賀 亮介　新規就農者：小村 直樹
根 室 支 所　農業後継者：伊藤 亨乃、山崎 篤史、福田 啓一

最 優 秀 賞
別 海 支 所　中西別第５酪農協議会
優　秀　賞
上春別支所　第４酪農協議会
別 海 支 所　別海第３酪農協議会
努　力　賞
別 海 支 所　中西別第４酪農協議会
上春別支所　第６酪農協議会
別 海 支 所　別海第１酪農協議会
上春別支所　第５酪農協議会
別 海 支 所　別海第９酪農協議会

新規就農者への激励状授与



酒井 保幸氏所有牛
オール・ニッポンも受賞！

根室ブラック＆ホワイトショウ
８部門で１位を獲得！

　５月１３日、中標津町ホクレン根室地区家畜市場で根
室ホルスタイン改良協議会主催による根室ブラック＆ホ
ワイトショウが開催されました。審査員に中標津町酪農
家の中川将氏を迎え、当同志会からは２０戸３５頭（別
海支部１０戸１８頭、西春別支部５戸１０頭、根室支部
５戸７頭）の出品があり、総頭数６４頭が乳牛の体型や
資質を競い合いました。
　別海支部の酒井保幸氏出品のグローリーランド　ベツ
スリリー　ハツドリー号がグランドチャンピオン及びシ
ニアチャンピオンを獲得したほか、根室支部の中川佳代
氏出品のセンターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ
号がジュニアチャンピオンに輝きました。また、同志会
対抗戦も１位に選ばれるなど各出品者とも大健闘しまし
た。出品者の皆様、本当にお疲れ様でした。

　（一社）全国酪農協会・デーリィマン社共催による第３
７回オール・ニッポン・ホルスタイン・コンテスト（写
真審査）が開催され、各部オール・ニッポンが決定しま
した。
　今回のコンテストには、３９都道府県から５０６頭が
ノミネートされ、ＪＡ道東あさひからは１２頭がノミ
ネートされました。
　第８部（３歳経産シニア・クラス）において別海支所 
酒井 保幸氏所有のグローリーランド ベツスリリー ハツ
ドリー号がオール・ニッポンを受賞されました。
　また、第１０部（５歳経産クラス）において別海支所 
丹羽 博文氏所有のフアインクエスト ゴールデン パラダ
イス ＥＴ号が準々オール・ニッポンを受賞しました。
　ＪＡ道東あさひからのオール・ニッポンの受賞は、一
昨年の丹羽 博文氏所有のフアインクエスト　ゴールデン
パラダイス　ＥＴ号（２歳経産ジュニアクラス）に続く
３頭目となりました。おめでとうございます！

別海支部  酒井　保幸氏  出品
グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー号

根室支部　中川　佳代氏  出品
センターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ号各部門１位獲得牛

グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー
１４０１６０７０６５　２４．１１．５生
父　フレイデール　ゴールドウイン
母　エスデール　ハツドリー　エンゼル

部 成 績 名     号 支 部 出　品　者 

２ 部 １位 グローリアス　ハツピー　コントラスト　アリー 別  海 丹羽    務氏 

３  部 １位 グローリーランド　フアレル　エリシア 別  海 酒井  保幸氏 

４  部 １位 センターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ 根  室 中川  佳代氏 

５  部 １位 ＨＥＦ　シーエス　カメリア　ＥＴ 西春別 大門  貴幸氏 

８  部 １位(BU) センターランド　チヤンプ　ロウ　アツトウツド 根  室 中川  佳代氏 

９  部 １位(BU) ビユーゼツト　コンケスト　アルタイル 別  海 沓澤  宣幸氏 

１１部 １位(BU) マウントエース　アメージング　ジヨイ 別  海 安部  克寿氏 

１２部 １位 グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー 別  海 酒井  保幸氏 

祝 オール
ニッポン

7
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上春別産業祭乳牛共進会

各
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り

　

６
月
３
日
、
上
春
別
農
村
広
場
で
上
春
別

産
業
祭
を
開
催
し
、
多
く
の
組
合
員
や
地
域

の
方
々
が
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。

こ
の
お
祭
り
で
は
乳
牛
共
進
会
も
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
天
候
は
曇
り
で
肌
寒
い
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
昨
年
の
よ
う
に
雨
が
降
ら
ず
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

女
性
部
に
よ
る
例
年
の
う
ど
ん
・
そ
ば
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
部
会
に
よ
る
ク
レ
ー
プ
・
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
の
販
売
等

や
青
年
部
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
付
乳
製
品
の
詰
合
せ

セ
ッ
ト
販
売
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
郊
楽
苑
製
シ
ョ
ー
ト

チ
ー
ズ
の
試
食
販
売
も
行
い
、
他
に
も
様
々
な
ブ
ー
ス
を
展

開
し
、
食
料
品
な
ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
等
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

乳
牛
共
進
会
で
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
道
東
事
業

所
業
務
課
長
の
大
林
敏
朗
氏
に
審
査
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

別海支所ＪＡふれあいまつり

酪
農
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル

　

６
月
10
日
、
別
海

町
農
村
広
場
で
別
海

支
所
２
０
１
７
Ｊ
Ａ

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
乳
牛
共
進
会
を
始
め
、
酪

農
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
Ｊ
Ａ
の

取
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
乳
製
品
や
焼
肉
の
無
料
提
供

な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス
を
展
開
し
、
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

58
頭
の
出
品
が
あ
っ
た
乳
牛
共
進

会
で
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

道
央
広
域
事
業
所
次
長
の
氏
平
健
太

郎
氏
を
審
査
員
に
招
き
、
デ
イ
リ
ー

ク
ィ
ー
ン
は
別
海
高
校
２
年
生
で
ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
村

松
明
日
香
さ
ん
と
平
岡
由
羽
さ
ん
が

務
め
ま
し

た
。

　

結
果
は

次
ペ
ー
ジ

の
通
り
で

す
。

青年部による試食販売のブース

第8回上春別乳牛共進会 入賞牛

ジュニア グランド チャンピオン

ジュニア リザーブ　チャンピオン

シニア グランド チャンピオン

シニア リザーブ チャンピオン

フオーエバーヒル　ドアマン　クリスタル　ＥＴ

オークフイールド　レジナルド　クリス

フエイアーク　スーパー　ドレーク

ヤン　ドラ　アルタアバロン　ルーテル

芳賀　牧男氏

芳賀　牧男氏

佐藤　正一氏

真壁　孝男氏

入　　　　　賞

部門 １等１席　牛名号 出 品 者
１部
２部
３部
４部
５部
６部
７部
８部
９部
10部

スピリツト　ウルトラ　ジヤステイス
センターフアーム　ブラツトニツク　カーラ
フオーエバーヒル　シド　エリザベス　ＥＴ
フオーエバーヒル　ドアマン　クリスタル　ＥＴ
フオーエバーヒル　スパークリング　リニー　ＥＴ
センターフアーム　トールス　マツカチエン
ヤン　ドラ　アルタアバロン　ルーテル
プロント　スパークリング　プリンセス
センターフアーム　ロジユ　ビーエフ　ブラツドニツク
フエイアーク　スーパー　ドレーク

BU
BU
BU
BU

佐々木　信氏
㈱なかのめ牧場
芳賀　牧男氏
芳賀　牧男氏
芳賀　牧男氏
㈱なかのめ牧場
真壁　孝男氏
㈲アイファーム
㈱なかのめ牧場
佐藤　正一氏

出　品　牛　名　号 出　品　者



最高位経産牛　ベストアンダーチャンピオン
準最高位経産牛
最高位未経産牛
準最高位未経産牛

センターランド　アカロイ　ET
センターランド　マツトロイ　ダンデイ
センターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ
ビーチフアーム　ゲイン　サリー

中川　　勉氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
大橋　武流氏

最優秀牧場牛群（３頭１組） 中川　佳代氏

入　　　　　賞

部門 １等１席　牛名号 出 品 者
１部
２部
３部
４部
５部
６部
７部
８部
９部
10部

ビーチフアーム　ゲイン　サリー
センターランド　シンコ　ブラツクス　ゲイン
ビーチフアーム　MRマツカチエン　シヤルル
センターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ
センターランド　チヤンピオン　ツー　ダンデイー
マツクスデーリイ　クイーン　マリアーナ
エクセルランド　マーシヤル　スパークリング
センターランド　Ｔ　ロイ　レーサー　デンプシー
センターランド　マツトロイ　ダンデイ
センターランド　アカロイ　ＥＴ

BU
BU
BU
BU

出　品　牛　名　号 出　品　者

ジュニア チャンピオン
ジュニア リザーブ　チャンピオン
シニア チャンピオン
シニア リザーブ チャンピオン

ジヨハナ　アストロ　ソロ
ＶＴ　アトウツド　シド
フアインクエスト　バーク　レイスター　セブン　ＲＥＤ
フアインクエスト　コンスタンス　 チツプ　ＥＴ

菊地　正明氏
伊藤　真幸氏
丹羽　博文氏
丹羽　博文氏

入　　　　　賞

部門 １等１席　牛名号 出 品 者
１部
２部
３部
４部
５部
６部
７部
８部
９部
10部

ジヨハナ　アストロ　ソロ
フアインクエスト　パラダイス　ウインク　ＥＴ
ウツドレリー　ドアーズ　ヒルクロフト　ＥＴ
ＶＴ　アトウツド　シド
バロンドール　レジーニア
ダイアリー　ＦＦ　デイフエム　ミミ　ＥＴ
フアインクエスト　コンスタンス　チツプ　ＥＴ
グローリーランド　ベツス　サラ　シヨツク　ソチ
フアインクエスト　バーク　レイスター　セブン　ＲＥＤ
ラツス　エンフアシス　シンダー

BU
BU
BU
BU

出　品　牛　名　号 出　品　者

第51回根室市ホルスタイン共進会（６月８日開催）
場所：根室集落家畜共進会場　出品頭数：41頭　審査員：竹田 秀臣氏　オールジャパンブリーダーズサービス㈱

菊地　正明氏
丹羽　博文氏
森重　信洋氏
伊藤　真幸氏
菊地　恵美氏
㈱Diary Holsteins
丹羽　博文氏
酒井　保幸氏
丹羽　博文氏
㈲オードリーファーム

大橋　武流氏
中川　佳代氏
大橋　武流氏
中川　佳代氏
中川　　勉氏
佐久間　俊氏
㈲武隈牧場
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　　勉氏

ジュニア チャンピオン
ジュニア リザーブ　チャンピオン
シニア チャンピオン
シニア リザーブ チャンピオン

デイスカバリーフイールド　ブロカウ　アスデイ 
フオレスト　ヒンペル　スター　ゴールドプリン　ＥＴ 
グリーンリバー　ロイレーン　ブラクストン　バニー 
ビツグゲート　ウインドブルツク　チエスター 

宇居　宏明氏 
大門　貴幸氏 
今井　明郎氏 
大門　貴幸氏

入　　　　　賞

部門 １等１席　牛名号 出 品 者

出　品　牛　名　号 出　品　者

第8回ＪＡ道東あさひ西春別ホルスタイン共進会（６月２日開催）
場所：西春別家畜共進会場　出品頭数：49頭　審査員：佐久間 俊氏　根室市酪農家

ブルームウード　エラボレイト　ダイア
フオレスト　ヒンペル　スター　ゴールドプリン　ＥＴ
デイスカバリーフイールド　ブロカウ　アスデイ
ビツグゲート　ブラツドニツク　ジヤツジ
デイスカバリーフイールド　ブロカウ　マツトソン
グレイスフル　ＨＥ　シドニー　ローザンヌ
ＨＥＦ　シーエス　カメリア　ＥＴ
ビツグゲート　スパークリング　ベアンス
グリーンリバー　ロイレーン　ブラクストン　バニー
グレイスフル　ＭＤＦ　アツトウツド　バーバラ　ＥＴ
ビツグゲート　ウインドブルツク　チエスター

１部
２部
３部
４部
５部
６部
７部
８部
９部
10部
11部

BU
BU
BU
BU

斉藤　俊英氏
大門　貴幸氏
宇居　宏明氏
大門　貴幸氏
宇居　宏明氏
渡部　義市氏
大門　貴幸氏
大門　貴幸氏
今井　明郎氏
渡部　義市氏
大門　貴幸氏

2017JAふれあいまつり乳牛共進会 入賞牛

9
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各研修会の内容報告各研修会の内容報告各研修会の内容報告

JA道東あさひ管内圃場検討会JA道東あさひ管内圃場検討会JA道東あさひ管内圃場検討会JA道東あさひ管内圃場検討会JA道東あさひ管内圃場検討会
　5月30日（火）、「ＪＡ道東あさひ管内圃場検討会」を開催しました。 
この検討会は、植生改善に先進的に取り組んでいる実践者の圃場を実際
に目で見て、今後の植生改善や肥培管理につなげることを目的に毎年実施
しているもので、今回は平成28年度に草地更新を実施した㈱森重ファー
ム（別海支所）他２圃場を見学しました。いずれの圃場もイネ科牧草・
マメ科牧草とも旺盛で、出席した関係機関より一番草刈取時の注意点や
維持管理のポイントなどの解説が行われました（以下抜粋）。
～（株）森重ファーム（採草地 5.3ha）の圃場概要～

5/30

放牧技術研修会（フィールド研修）放牧技術研修会（フィールド研修）放牧技術研修会（フィールド研修）放牧技術研修会（フィールド研修）放牧技術研修会（フィールド研修）6/13
　6月13日（火）、「放牧技術研修会」を別海支所の近津牧場及び臼井
牧場にて開催しました。 
　この研修会は、放牧草の生育が最盛期を迎えるにあたり、実践者
の放牧地を実際に目で見て効果的な放牧体系や放牧地管理方法を学
ぶことを目的に開催されたもので、（一社）日本草地畜産種子協会
放牧アドバイザー 須藤　純一氏と、根釧農業試験場 乳牛グループ
研究主任 西道由紀子氏をアドバイザーとして、事前に聞取りした取
組み確認書や圃場マップを基に、各取組みについてポイントの解説
や出席者とのディスカッションが行われました。

◇維持管理のポイント◇
・適期刈取り＆高刈りの実施 

・スラリー散布は刈取後10日
　以内（最終番草除く）とし、
　更新翌年の最終番草までは
　散布を控える

↑組合員・関係機関等29名が参加

↑組合員・関係機関等33名が参加

↑昨年の台風の影響で播種はやや遅れたが、
　牧草の生育は比較的良好

≪土壌中の小動物（ミミズ等）や微生物の活性を高めるために≫
土壌分析や飼料分析の実施…土壌中や牧草中のミネラル含量の把握 
　　↓ 
適切な肥培管理…各種ミネラル（Ca、Mg 等）バランスの適正化 
　　↓ 
各種土壌生物の活性を高める…ふん尿の分解促進（植物への利用） 
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TY
40.6%

OG
2.7%

ALF
0.3%

TY
22.3% TY

29.6%

裸地
5.9%

その他広葉
3.5%

TY
25.4% TY

32.6%

裸地
6.5%

その他広葉
4.2% 裸地

4.4%

その他広葉
3.7%

裸地
4.2%

その他広葉
2.2% 裸地

5.1%

その他広葉
3.4%

QG
25.4%

QG
25.8%

QG
25.0%

RCG
7.2%

RCG
14.4%

RCG
10.2%

MFT
0.6%

MFT
0.8%

RT
3.0%

RT
0.1%

RT
1.3%

KB
12.7%

RCG
5.0%

MFT
0.5%

RT
0.5%

KB
15.7%

KB
10.3%

KB
5.8%

その他イネ科
0.5%

ギシギシ
1.1%

その他イネ科
2.7%

その他イネ科
2.0%

ギシギシ
1.4%

その他イネ科
0.5%

ギシギシ
0.8%

ギシギシ
0.8%

OG
5.4%

OG
4.3%

PR
0.4%

PR
0.6%

MF
0.2%

MF
0.4%WC

2.6%

WC
6.0%

WC
5.4%RC

0.6%

RC
0.6% RC

0.4%

OG
7.3%
PR
1.3%

MF
0.5%
WC
5.2%

RC
0.1%

OG
1.9%
PR
0.6%
MF
0.7%
WC
6.9%RC

0.2%

ALF
1.6%

QG
26.4%

RCG
12.4%

MFT
0.9%

RT
1.9%

KB
6.8%

その他イネ科
3.5%

ギシギシ
0.1%

QG
23.0%ALF

0.1%
ALF
0.4%

ALF
0.6%

H29地区別（支所別）植生調査結果報告
　５月16日から26日にかけ各支所において植生改善担当職員、関係機関の協力のもと植生調査
を実施しました（21戸273圃場）。１班３～４名のグループをつくりそれぞれ牧草や雑草、裸
地の割合を確認しました。
　基幹牧草のイネ科は緑、マメ科は黄緑、シバムギ、リードカナリーグラスなどのイネ科雑草
は橙、ギシギシ・タンポポなどの広葉雑草は黄色、裸地は赤で色分けされています。基幹牧草
割合が50%を切り出した場合は、更新や追幡、物理性改善等の検討をしましょう。

　今回調査を行った圃場の内、オーチャードグラスが20%以
上の圃場は、20%未満の圃場に比べて、雑草割合が25%程
度低い結果となりました。検体数の差はありますが、オー
チャードグラスなど競合力の強い牧草を上手く活用すること
により、雑草の侵入を抑制できることが期待されます。

≪参考≫オーチャードグラスの雑草抑制効果

上春別 西春別

別海 根室

全体

※KBはイネ科雑草としておりますが、放牧地ではイネ科の基幹草種と捉えることができます。

〈イネ科〉
TY
OG
MF
PR

〈マメ科〉
WC
RC
ALF

〈イネ科雑草〉
KB
RT
QG
RCG
MFT
その他

〈広葉雑草〉
ギシギシ
その他

チモシー
オーチャードグラス
メドウフェスク
ペレニアルライグラス

白クローバー
赤クローバー
アルファルファ

ケンタッキーブルーグラス
レッドトップ
シバムギ
リードカナリーグラス
メドウフォックステイル
その他イネ科雑草

ギシギシ
その他広葉雑草

【牧草の略語】
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夏の放牧管理（栄養管理）について
今
年
の
放
牧
開
始
時
期
に
つ
い
て

　

今
年
は
春
先
の
牧
草
の
生
育
が

良
く
放
牧
開
始
も
例
年
よ
り
１
週

間
程
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　

採
食
量
の
変
化　
　
　
　
　
　
　

　

図
１
は
大
牧
区
で
管
理
し
て
い

る
根
室
の
あ
る
農
場
で
調
査
し
た

「
放
牧
期
間
中
の
草
量
と
１
日
当

た
り
の
採
食
量
の
推
移
」
で
す
。

８
月
以
降
は
草
量
が
減
少
し
、
採

食
量
も
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

　

大
牧
区
で
管
理
し
て
い
る
場
合

は
草
が
伸
び
過
ぎ
る
と
、
採
食
で

き
る
草
の
量
が
減
少
し
ま
す
（
写

真
１
）。　
　
　
　
　
　

　

牧
区
を
ポ
リ
ワ
イ
ヤ
ー
等
の
電

牧
で
区
切
り
、
掃
除
刈
り
を
行
っ

た
後
に
そ
の
区
へ
牛
を
放
す
な
ど

常
に
短
草
利
用
で
栄
養
価
の
高
い

放
牧
草
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

図
２
は
別
海
町
の
３
農
場
と
農

業
試
験
場
の
放
牧
地
の
チ
モ
シ
ー

の
粗
飼
料
分
析
結
果
で
す
。

　

牧
草
は
生
育
と
と
も
に
繊
維
含

量
が
増
加
し
、
消
化
率
が
低
下
し

ま
す
。
図
２
の
Ｃ
農
場
は
放
牧
草

が
伸
び
て
い
た
た
め
、
７
月
の
繊

維
が
特
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

掃
除
刈
り
後
、
繊
維
は
低
く
な

り
ま
す
が
、
そ
の
後
９
月
以
降
に

な
る
と
徐
々
に
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
短
草
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。    　

　

一
方
、
放
牧
地
を
小
牧
区
で
管

理
し
て
い
る
場
合
は
、
草
量
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
牧
区
の
移
動
や

一
番
草
刈
り
取
り
後
の
草
地
を
兼

用
地
と
し
て
入
れ
る
な
ど
牧
区
の

拡
大
も
必
要
で
す
。

放
牧
草
の
栄
養
価
の
変
化
と
乳
質

　

牧
草
の
栄
養
価
は
牧
草
の
伸
び
、

季
節
や
草
種
（
マ
メ
科
が
多
い
・

少
な
い
）
に
よ
り
変
動
が
あ
り
ま

す
が
、
短
草
の
放
牧
草
の
タ
ン
パ

ク
質
は
概
ね
20
％
前
後
あ
り
ま
す
。

　

旬
報
や
乳
検
で
M
U
N
（
乳
中

尿
素
態
窒
素
）
の
上
昇
が
み
ら
れ
、

体
細
胞
数
も
上
昇
し
て
い
る
場
合

は
、
タ
ン
パ
ク
の
過
剰
摂
取
が
疑

わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

牛
が
過
剰
に
摂
取
し
た
タ
ン
パ

ク
質
は
、
微
生
物
蛋
白
質
に
合
成

さ
れ
る
以
外
は
大
量
の
ア
ン
モ
ニ

ア
と
な
り
肝
臓
で
解
毒
さ
れ
ま
す
。

　

肝
臓
に
負
担
が
か
か
る
と
、
牛

の
免
疫
力
が
低
下
し
、
乳
房
炎
の

発
生
等
色
々
な
ロ
ス
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　
　

　

乳
脂
肪
率
の
低
下
は
、
牧
草
の

繊
維
不
足
や
採
食
量
の
低
下
等
が

原
因
と
な
り
ま
す
。

 

併
給
飼
料
を
使
用
し
た
対
策　
　

  
　

M
U
N
の
上
昇
に
よ
る
肝
機
能

の
低
下
か
ら
乳
房
炎
な
ど
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
飼
料
中
の
タ
ン
パ

ク
濃
度
を
下
げ
る
よ
う
配
合
飼
料

の
一
部
を
圧
ぺ
ん
コ
ー
ン
に
置
き

替
え
る
等
し
て
調
整
し
ま
す
。
但

し
、
圧
ぺ
ん
コ
ー
ン（
澱
粉
濃
度

約
70
%
）
は
、
澱
粉
含
量
が
配
合

飼
料
（
澱
粉
濃
度
約
38
%
）
よ
り

高
い
た
め
、
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
な

ら
な
い
よ
う
給
与
量
に
注
意
が
必

要
で
す
。　

　

乳
脂
肪
率
が
低
下
す
る
前
に
、

乾
草
等
の
粗
飼
料
の
増
給
も
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
栄
養
管
理

　

気
温
が
上
が
る
と
飲
水
量
が
増

加
し
、
搾
乳
牛
で
は
１
日
１
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
上
水
を
飲
む
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
給
水
車
を
使
用
し
て

い
る
放
牧
地
で
は
水
不
足
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
（
写
真
２
）。　

　

汗
や
尿
と
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
も
失

わ
れ
ま
す
。
固
形
塩
等
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
、
夏
の
放
牧
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

図１　放牧期間中の草量と１日あたり
　　　採食量の推移（普及センター調べ）

写真１　放牧地の草が伸びた状態

写真２　給水車の利用

図２　平成20年調査結果
　　　繊維（NDF）の推移
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収量水準と地力で決める！
飼料用とうもろこしの窒素施肥

根釧農試　飼料環境グループ　八木哲生

　飼料用とうもろこしに対する窒素施肥量を収

量水準や窒素肥沃度から決める方法をご紹介し

ます。

１．総窒素施肥量の設定

　窒素の施肥対応を示した表（表１）を用いて、

以下の手順により総窒素施肥量（基肥と分施の

合計窒素施肥量）を決めます。

（１）収量水準の設定

　過去の生産実績を参考に、各畑の収量水準を

設定します。生産実績を把握できていない畑で

は「北海道施肥ガイド」における各地帯区分の

基準収量をあてはめます。根釧地域における基

準収量は、生収量で4500～5500kg/10a（総

体乾物率を30%とした乾物収量では1350～

1650 kg/10a）です。

（２）窒素肥沃度の判定

　ふん尿施用前の土壌を分析します。分析項目

には、熱水抽出性窒素を用います。小数点以下

を四捨五入します。

（３）総窒素施肥量の設定

　上記（１）および（２）から求めた収量水準

と窒素肥沃度を施肥対応表にあてはめ、総窒素

施肥量を設定します。この値は、基肥と分施の

合計量で、堆肥やスラリーを施用するときは、

これらに含まれる肥料換算分の養分量を含みま

す。

２．施肥配分とふん尿施用時の対応

（１）施肥配分

　基肥の窒素量は総窒素施肥量の50%以上を

基本としますが、上限を8～10kg/10aとする

のが適当です。作条での基肥の窒素量が10 

kg/10aを超えると濃度障害が懸念されるため

です。

　総窒素施肥量から基肥の窒素量を差し引いた

残りは、7葉期までに分施して下さい。

（２）ふん尿施用時の対応

　ふん尿由来の肥料換算養分量は、堆肥では分

施として100%、スラリーでは基肥と分施に

50%ずつ配分して減肥するのが適当です。

３．留意点

　収量は窒素以外の条件も大きく影響します。

現実的な収量水準を設定し、窒素施肥量の過不

足を最小限にとどめることが大切です。

表1.収量水準と窒素肥沃度に基づく総窒素施肥量（㎏/10a、一部を抜粋　）

1）http://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/kenkyuseika/gaiyosho/29/f1/5.pdfより。

2）総体乾物率30％とした。過去の生産実績、各地帯区分の基準収量を参考に設定する。
3）土壌分析項目の一つ。土壌は、ふん尿施用前に採取する。分析値は、少数第一位を四捨五入する。
4）泥炭土の場合は、窒素肥沃度による施肥対応によらず、施肥標準から2㎏/10aを減ずる。

4）

1）

14
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
枠
合

意
に
至
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

６
月
14
日
「
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
か
ら
北
海
道

農
業
を
守
り
抜
く
要
請
運
動
」
を
実
施
し
、
日
Ｅ

Ｕ
等
経
済
協
定
対
策
本
部
（
自
民
党
）
の
幹
部
役

員
、
道
内
選
出
与
野
党
国
会
議
員
及
び
農
林
水
産

省
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
乳
製
品
、
豚
肉
、
小

麦
粉
調
製
品
、
馬
鈴
し
ょ
、
で
ん
粉
等
が
大
き
な

焦
点
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
十
分
な
情
報

提
供
が
な
い
ま
ま
大
枠
合
意
に
向
う
こ
と
に
大
き

な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
政

府
・
与
野
党
に
対
し
て
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
決

議
（
Ｈ
28
．
12
）
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
物
重
要

品
目
の
再
生
産
を
可
能
と
す
る
国
境
措
置
の
確
保

や
交
渉
内
容
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
丁
寧
な
情
報

提
供
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
に
、
Ｊ
Ａ
窓
口
職
員
の
ス
キ

ル
を
向
上
し
、
Ｊ
Ａ
窓
口
を
ご
利
用

い
た
だ
く
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
事
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
北
海
道
窓
口
セ
ー
ル
ス

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
各
地
区
の
予
選
等

を
突
破
し
た
16
名
が
「
年
金
指

定
替
部
門
」、「
純
新
規
推
進
部

門
」
の
２
部
門
で
接
客
や
提
案

力
を
競
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
北
海
道
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
お
客
様

の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
酪
農
生
産
基
盤
強

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
特

有
の
冬
場
の
子
牛
事
故
率
低
減
に
向
け
た
「
冬
期

子
牛
飼
養
環
境
向
上
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
和
牛
繁
殖
農
家
の

皆
様
に
対
す
る
事
業
「
冬
期
子
牛
飼
養
環
境
向
上

支
援
事
業
（
和
牛
版
）」
を

始
め
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
出
生
直
後
の
子
牛
を

暖
め
る
機
械
装
置
や
分
娩

監
視
モ
ニ
タ
ー
等
の
導
入

助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し

い
日
程
・
事
業
内
容
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

昭
和
50
年
か
ら
継
続
し
て
道
内
各
自

治
体
へ
救
急
自
動
車
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
道
庁

総
務
部
の
危
機
対
策
課
へ
寄
贈
先
の
選
定
審
議
を

依
頼
し
て
お
り
、
今
年
度
は
４
台
を
寄
贈
予
定
。

今
年
度
の
寄
贈
が
完
了
す

る
と
累
積
寄
贈
台
数
は
、

記
念
す
べ
き
200
台
を
超
え
、

202
台
を
数
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
交
通

事
故
防
止
と
被
害
者
救
済

へ
の
取
組
み
を
強
化
し
、

皆
様
の
為
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。

　

北
海
道
厚
生
連
で
は
、
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ウ
セ
イ
く
ん
」
を
制
作
し
ま

し
た
。
医
療
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
に
北
海
道
の
緑

を
取
り
入
れ
た
、
の
ん
び
り
優
し
い
性
格
の
シ
ロ

ク
マ
く
ん
で
す
。
今
後
、
様
々
な
場
面
で
登
場
し

ま
す
の
で
、
癒
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）
ア
プ

リ
で
北
海
道
厚
生
連
を
検
索
す
る
と
「
コ
ウ
セ
イ

く
ん
」
が
登
場

し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
是
非
会

い
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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●【経営科】意見発表大会で活躍！
　５月１日（月）、農業クラブ三大事業の１つである
校内意見発表大会が本校体育館で行われました。審査
員として、根室農業改良普及センター所長　嶋野幹夫
様、別海町役場産業振興部の高橋克彦様をはじめ５名
の方々の協力をいただいて行われました。
　この、校内大会を経て選出された３名の生徒が６月
21日（水）に士幌町総合研修センターで開催された東
北海道大会に参加しま
した。東北海道地区の
８校から、３分野に合
計27発表がエントリー
されて大会が行われま
した。各校の代表によ
るレベルの高い発表が
集う中、本校の生徒も
活躍し、Ⅱ類で最優秀賞を受賞し、８月21日（月）、
22日（火）に旭川市で開催される全道大会へ駒を進める
こととなりました。ご指導いただきました関連機関の
皆様に感謝申し上げますとともに、生徒の活躍に大い
に期待したいと思います。
＜東北海道大会の出場生徒と大会結果＞
【Ⅰ類】　　　　　　　　３年　南澤　　茜
｢ 三代目の酪農家として～私が目指す経営改善～ ｣
【Ⅱ類】最優秀賞　　　　３年　守屋　美紅
｢ 姉妹で彩る別海チーズ｣
【Ⅲ類】　　　　　　　　３年　斎藤　結璃
｢ 私の決意　作業療法士としての夢｣

●【経営科】ふれあいまつりに参加！
　６月10日（土）に
JA道東あさひふれあい
まつりに参加させてい
ただきました。平成26
年よりJA道東あさひ様
のご厚意で参加させて
いただいており、今年
も花苗、野菜苗、寄せ
植えなどを販売させて
いただきました。自家
の牛をリードして参加
する生徒もおり、大変有意義な勉強をさせていただき
ました。当日は、たくさんの町民の方がお見えにな
り、大変盛会でありました。今後もこうした地元のイ
ベントに積極的に参加していきたいと思います。

●【専攻科】「北海道農業特別専攻科学生研
　修会兼酪農技術現地研修会」を開催！
　５月23日（火）～25日（木）にかけて、別海高校
専攻科と富良野緑峰高校専攻科が参加する北海道農業
特別専攻科学生研修会兼酪農技術現地研修会が開催さ
れました。今回は北見
から旭川、富良野の農
場や牧場を視察し、富
良野緑峰高校専攻科の
学生達とスポーツ交流
会や夕食交流会を行
い、親睦を深め合いま
した。
　今年は43回目の開
催になり、両校専攻科学生19名が参加しました。
【1日目】北海道立北見農業試験場にて、アルファル
ファ、チモシー、ガレガの育種について学び、牧草の
品種改良の過程を見学しました。ガレガという、珍し
い牧草の育種についても学ぶ事ができ有意義な勉強を
させていただきました。
【２日目】山間放牧で有名な斉藤牧場を、見学させて
頂きました。配合飼料を与えず、繁殖も雄牛を放牧し
自然交配で行うなど、
自然に逆らわずに行う
酪農を研修させて頂
き、有意義な勉強をさ
せていただきました。
午後からは、富良野緑
峰高校専攻科の皆さん
とスポーツ交歓会や、
夕食交流会を行い親睦
を深めました。
【３日目】うすだFARMSにて富良野の現在の農業事
情や畑作について学びました。タマネギの品種改良や
方向性も学び、酪農においても経営面で共通している
など、有意義な勉強をさせていただきました。次に、
JAふらの本所にてフラノマルシェの直売所の来場者
数、売り上げ、今後の課題など経営についての有意義
な勉強をさせていただき、実際に、フラノマルシェの
直売所も見学させていただきました。
　研修会を終え、学生からは「富良野緑峰高校専攻科
の学生と多くの情報交換ができ、またお会いした
い」、｢また、様々な現地を見て勉強したい｣という感
想を多く聞きました。この研修会に補助をいただいた
専攻科後援会の皆様、ご多用中にもかかわらず親身に
対応してくださった各視察先の皆様に、この場をお借
りして厚く御礼申し上げます。

大会参加のようす

富良野緑峰高校専攻科さんとの集合写真

斉藤牧場での見学の様子
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第５回理事会報告　平成29年６月17日開催
議案第１号　　特別当座貸越の貸付について
議案第２号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入
　　　　　　　と貸付について
議案第３号　　特定組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入
　　　　　　　と貸付について
議案第４号　　特定組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップ
　　　　　　　ローンの貸付について
議案第５号　　特定組合員の第３四半期クミカン供給限度額の設
　　　　　　　定について
議案第６号　　平成29年度乳用後継牛緊急確保事業管理利用規程
　　　　　　　の制定について
議案第７号　　鳥獣被害防止総合対策事業に係る管理・貸付規程
　　　　　　　の一部改正について
議案第８号　　平成29年度鳥獣被害防止総合対策事業に係る入札
　　　　　　　の実施について
議案第９号　　平成29年度鳥獣被害防止総合対策事業に係る入札
　　　　　　　予定価格範囲の設定について
議案第10号　　平成29年度酪農経営支援総合対策事業（乳用牛能
　　　　　　　力向上事業優良乳用牛導入支援対策）の実施計画
　　　　　　　について
議案第11号　　平成29年度畜産・酪農生産力強化対策事業（繁殖性
　　　　　　　等向上対策のうち肉用牛の繁殖性システム構築）
　　　　　　　の参加取進めと対象機械の貸付について
議案第12号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ方
　　　　　　　式）の事務取扱額の変更について

協議事項１　　組織機構の変更について
報告事項１　　第１四半期末監事監査の実施について
報告事項２　　内部統制構築に向けた取組みスケジュールについ
　　　　　　　て
報告事項３　　平成28年度末財務動向（経営分析比率）について
報告事項４　　貸借対照表及び損益計算書（５月末）について
報告事項５　　組合員の動向（５月末）について
報告事項６　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承
　　　　　　　認案件の処理状況について
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　特定組合員実績（５月末）について
報告事項９　　平成29年度新規畜産振興事業「日本版ＧＡＰ普及
　　　　　　　推進に関する実証事業」に係る入札結果について
報告事項10　　平成28年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特別
　　　　　　　対策事業に係る入札結果について
報告事項11　　平成29年度ＪＡ道東あさひ経営安定・生乳増産対
　　　　　　　策（助成事業）の取りまとめ結果について
報告事項12　　大型経営育成対策会議結果報告について
報告事項13　　ＪＡ道東あさひ経営・生乳増産ＰＪ【平成29年度
　　　　　　　遂行計画】について
報告事項14　　販売事業実績（５月末）について
報告事項15　　購買事業実績（５月末）について
報告事項16　　行事予定について
報告事項17　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業の
　　　　　　　参加希望者の報告について

第４回理事会報告　平成29年６月６日開催
議案第１号　　平成29年度理事の役員報酬額の決定について
議案第２号　　株式会社 ASAHIサポートセンターの株式取得について

報告事項１　　第２次地域農業振興計画平成28年度取組み結果に
　　　　　　　ついて

第３回理事会報告　平成29年５月29日開催
議案第１号　　北海道常例検査結果指摘事項に対する改善状況等
　　　　　　　の報告について
議案第２号　　規程類の一部改正について
議案第３号　　平成28年度行政庁業務報告書の提出について
議案第４号　　不良債権の処理方針について
議案第５号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入
　　　　　　　と貸付について
議案第６号　　特定組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入
　　　　　　　と貸付について
議案第７号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計
　　　　　　　について
議案第８号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の実施
　　　　　　　について
議案第９号　　新哺育・育成預託センター建設に伴う別海町との
　　　　　　　施設用地借用契約の締結について
議案第10号　　新哺育・育成預託センター工事施工計画に関する
　　　　　　　方針について
議案第11号　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業の
　　　　　　　実施について

協議事項１　　持続可能な北海道農業の確立に向けた組織討議に
　　　　　　　ついて

報告事項１　　平成28年度監事監査の取りまとめについて

報告事項２　　地区懇談会の意見集約について
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（４月末）について
報告事項４　　組合員の動向（４月末）について
報告事項５　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承
　　　　　　　認案件の処理状況について
報告事項６　　融資審査会の結果について
報告事項７　　総体的なリスク量管理について
報告事項８　　平成28年度末基準ＪＡ財務モニタリングについて
報告事項９　　平成28年度末基準体制モニタリングについて
報告事項10　　特定組合員実績（４月末）について
報告事項11　　平成29年度新規就農激励状贈呈事業対象者につい
　　　　　　　て
報告事項12　　別海支所「2017ＪＡふれあいまつり」の開催につ
　　　　　　　いて
報告事項13　　地区酪対役員会の結果について
報告事項14　　販売事業実績（４月末）について
報告事項15　　平成29年度北海道酪農体質強化対策事業について
報告事項16　　購買事業実績（４月末）について
報告事項17　　行事予定について
報告事項18　　道東あさひ畜産クラスター協議会臨時総会の結果
　　　　　　　について
報告事項19　　担い手確保対策会議（就農希望者面接）の結果に
　　　　　　　ついて

道
内
Ｊ
Ａ
の
現
状

　

男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
に
基
づ
く
、

「
第
４
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
で
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
女

性
役
員
が
登
用
さ
れ
て

い
な
い
Ｊ
Ａ
数
を
０
と

し
、
役
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
を
早
期
に
10

％
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
15
％
と
す
る
、
と
い

う
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
、
平
成
28

年
４
月
施
行
の
改
正
農
協
法
で
は
、

「
理
事
の
年
齢
及
び
性
別
に
著
し
い

偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
７
月
末
現
在
、
全
国
660

Ｊ
Ａ
の
う
ち
、
女
性
役
員
が
１
人
も

い
な
い
Ｊ
Ａ
は
122
Ｊ
Ａ
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
北
海
道
は
98
Ｊ
Ａ
を
占

め
る
の
が
現
状
で
、
女
性
役
員
の
い

る
Ｊ
Ａ
は
10
Ｊ
Ａ
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
作
目
や
地
域
性
の
違
い

な
ど
、
様
々
な
課
題
か
ら
こ
の
よ
う

な
差
が
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
顕
著
な
状
態
を
そ
の
ま
ま
静
観

し
「
私
た
ち
に
は
関
係
が
な
い
」
と

思
う
よ
り
、
「
ま
ず
は
考
え
、
議
論

に
参
加
す
る
」
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

次
号
以
降
で
は
、
女
性
の
正
組
合

員
化
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
、
課
題

解
決
に
向
け
た
当
Ｊ
Ａ
や
道
内
Ｊ
Ａ

の
取
組
み
等
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
参
り
ま
す
。

みんなで考えよう！
ＪＡの女性参画



乳牛

乳牛

区　　分 5　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

329,933t

98.1%

68,551t

99.7%

30,258t

98.7%

7,786t

99.4%

5,246t

101.2%

13,151t

97.6%

4,077t

97.7%

642,626t

98.0%

133,159t

99.3%

58,629t

98.1%

15,143t

99.7%

10,138t

98.2%

25,449t

97.3%

7,900t

97.9%

3.91%

3.90%

3.96%

3.97%

3.97%

3.98%

3.91%

3.95%

3.93%

3.97%

3.99%

3.99%

4.02%

4.01%

8.75%

8.74%

8.69%

8.68%

8.68%

8.67%

8.67%

8.67%

8.71%

8.70%

8.68%

8.66%

8.68%

8.67%

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

8.31円

6.60円

35.84円

35.28円

36.30円

35.93円

36.37円

36.00円

35.88円

35.74円

36.09円

35.90円

36.61円

36.09円

36.88円

36.30円

50.72円

49.93円

50.40円

49.62円

50.32円

49.56円

50.25円

49.56円

50.48円

49.72円

50.30円

49.50円

50.33円

49.56円

3.72円

3.72円

3.76円

3.78円

3.72円

3.77円

3.80円

3.77円

3.70円

3.82円

3.70円

3.76円

3.64円

3.79円

98.57円

95.53円

98.74円

95.93円

98.69円

95.93円

98.21円

95.66円

98.56円

96.03円

98.89円

95.94円

99.13円

96.24円

5月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー

7　

月

根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

1
番

9
番

8
番
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2
番
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番

1
番
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番

1
番

9
番
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番
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番

1
番

9
番26日  

5
番

4
番

2
番

1
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番

5
番

4
番

3
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番
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番

5
番

4
番16日  
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番

6
番

5
番

4
番23日  

3
番

4
番

2
番

1
番24日  

9
番

7
番

6
番

5
番30日  

8　

月

【全体運】暗い発想をしやすい暗示。意識
　的にプラス思考を。香り系ヒーリンググ
　ッズを試してみると効果を実感できます
【健康運】運動不足気味に。適度に体を動
　かして
【幸運を呼ぶ食べ物】アワビ

【全体運】気分の浮き沈みが激しくなる期
　間。コロコロ意見を変えて、周囲を困ら
　せないよう、ご用心。開運には深呼吸を
【健康運】無理なダイエットはＮＧ。ほど
　ほどにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】珍しく神経質になりがち。難し
　く考え過ぎず、気楽に構えて。気持ちを
　上向かせるにはウオーキングが正解
【健康運】健康法に凝り過ぎるかも。自然
　体が一番
【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】楽しいことに縁がある月。友人
　たちとレジャーに出掛ければ、にぎやか
　で発見の多いひとときに。観劇もお勧め
【健康運】行動力アップ。スポーツの上達
　が早そう
【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

【全体運】地道な作業に力を注げば少しず
　つ物事が動き出す予感。何事にもじっく
　り取り組んで。気分転換には音楽が吉
【健康運】不調和を感じがち。生活のリズ
　ムを整えて
【幸運を呼ぶ食べ物】カンパチ

【全体運】対人運良好。人と知り合える場
　所には積極的に足を運んで。趣味の集ま
　りやオフ会に参加すると新鮮な出会いが
【健康運】順調。血行促進を図ると、さら
　に好転
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】思うようにならないことが多く、
　イライラが募りやすい時期。笑顔と謙虚
　さが開運の鍵に。盆栽の手入れもグッド
【健康運】気晴らしが大事。自然の中で過
　ごすと◎
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

【全体運】アクティブに動き回れそう。迷
　ったときは、とにかく動いてみるのがベ
　スト。大胆な発想が運気上昇の呼び水に
【健康運】高め安定。体力アップを図るチ
　ャンス
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】ささいなことでイライラしやすい
　よう。一人の時間を大切にして気分のリフ
　レッシュを。深呼吸も開運の鍵に
【健康運】ちょっとしたけがに注意。冷静な
　行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】周囲のサポートに恵まれ、順調
　に過ごせそう。初対面の相手にも笑顔で
　話し掛けると良縁を引き寄せられるはず
【健康運】軽い運動がさらなる体調アップ
　を招く時期
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】強引に物事を進めず、じっくり
　と腰を据えて取り組むのに向く時期。リ
　ラックスするには紅茶に凝ると効果あり
【健康運】暴飲暴食気味。食事内容の見直
　しが必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

【全体運】新しいことをスタートさせるのに
　最適。意欲的にチャレンジしてみて。過去
　に駄目だった挑戦にもリベンジ可能
【健康運】疲れを感じやすいかも。休養を忘
　れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら
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及
川
組
合
員
の
取
材
で
は
、
酪

農
の
魅
力
等
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
組
合
員
と
共
に
農
協
も
一
緒

に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
力

に
な
る
」
と
い
う
言
葉
が
非
常
に

響
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
胸
に

組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
職
員
に
な

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
春
別
支
所
で
は
８
月
５
日

（
土
）
に
Ａ
コ
ー
プ
西
春
別
店
前

特
設
会
場
に
て
「
第
18
回
酪
農

祭
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
焼
肉
交
流
試
食
会
等
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

西
春
別
支
所　

営
農
課　

桐
島
裕
人

20


